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農業委員会だより
　

農
業
委
員
会
は
１
月
29
日
、
江
釣
子

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、｢

農
業
者
等
と

の
意
見
交
換
会｣

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
意
見
交
換
会
は
、
市
の
農
業
の
発
展
に

向
け
、
農
業
者
の
意
見
を
幅
広
く
取
り
入

れ
る
た
め
に
毎
年
実
施
。
65
人
が
参
加
し
、

第
１
部
で
は
、
５
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ

て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
１
班　

農
業
所
得
の
向
上
策
】

・
規
模
や
作
物
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
を
考

え
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

・
北
上
で
作
っ
た
も
の
が
北
上
で
消
費
さ

れ
る
と
よ
い
。

【
２
班　

担
い
手
育
成
と
新
規
就
農
】

・
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
、
農
協
青
年
部
に
入
り
、

仲
間
と
交
流
す
る
こ
と
で
就
農
意
識
を
強

く
し
て
い
る
。 

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
高
齢
化
し
て
お
り
、

将
来
の
担
い
手
の
確
保
に
不
安
が
あ
る
。 

｢食育･食農｣をテーマにワークショップを
する参加者

30
年
度
農
業
者
等
と
の
意

見
交
換
会

　

31
年
４
月
か
ら
農
地
法
の
許
可
な
ど
に

係
る
申
請
の
締
切
日
を
変
更
し
ま
す
。

■
変
更
後･･･

毎
月
５
日(

５
日
が
土･

日･

祝
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
の
開
庁
日)

■
変
更
前
…
月
初
め
の
４
番
目
の
開
庁
日

農
地
法
の
許
可
な
ど
に
係

る
申
請
の
締
切
日
変
更

【
３
班　

中
山
間
地
域
の
農
業
】

・
平
場
と
違
う
の
で
、
中
山
間
地
域
へ
の

補
助
金
を
増
額
し
て
ほ
し
い
。 

・
地
域
を
守
る
た
め
、
兼
業
農
家
も
残
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
４
班　

農
地
中
間
管
理
事
業
と
農
地
の

集
積
・
集
約
】

・
相
続
放
棄
や
不
在
地
主
が
増
加
し
て
い

る
。
手
続
き
の
際
に
中
間
管
理
機
構
に
連

絡
し
て
ほ
し
い
。 

・
ほ
場
整
備
を
し
て
ほ
し
い
が
、
耕
作
者

が
少
な
く
、
負
担
が
大
き
い
。 

【
５
班　

食
育
・
食
農
】

・
学
校
で
調
理
体
験
の
機
会
を
増
や
す
べ

き
。 

・
学
校
給
食
で
農
産
物
の
生
産
者
の
声
を

直
接
聞
く
機
会
が
必
要
。 

　

意
見
交
換
の
中
で
は
共
通
し
た
意
見
も

多
く
、
農
地
の
整
備
や
農
業
予
算
の
増
額

を
希
望
す
る
と
の
声
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
イ
ノ
シ

シ
被
害
の
迅
速
な
対
応
と
情
報
提
供
を
お

願
い
し
た
い
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
参
加

30
年
度
農
業
団
体
と
北
上

市
議
会
議
員
と
の
研
修
交

流
会

　

30
年
度
農
業
団
体
と
北
上
市
議
会
議
員

と
の
研
修
交
流
会
は
１
月
16
日
、
ホ
テ
ル

シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
北
上
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
北
上
市
議
会
議
員
と
花
巻
農
業

協
同
組
合
、
岩
手
中
部
土
地
改
良
区
、
市

農
業
委
員
会
の
約
90
人
が
参
加
。
主
催
者

を
代
表
し
、
北
上
市
議
会
市
政
調
査
会
会

長
高
橋
光
博
氏
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
北
上

地
区
消
防
組
合
警
防
課
救
急
係
長
髙
橋
広

美
氏
を
講
師
に
迎
え
研
修
を
行
い
ま
し

た
。｢

見
て
学
ぶ
救
急
講
習
会｣

と
題
し
た

講
演
で
は
、
映
像
を
見
な
が
ら
Ｃ
Ｐ
Ｒ

(

心
肺
蘇
生
法)

や
Ａ
Ｅ
Ｄ(

自
動
体
外
式
除

細
動
器)

の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。
実
演

で
は
髙
橋
氏
の
指
導
の
も
と
、
農
業
委
員

が
積
極
的
に
実
践
し
ま
し
た
。
平
成
30
年

の
北
上
地
区
管
内
で
の
救
急
出
場
件
数
は

３
６
２
９
件
あ
り
、
高
齢
の
人
ほ
ど
救
急

要
請
が
高
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
不
安
な
点
や
疑
問
点
な

ど
多
数
の
質
問
が
あ
り
、
参
加
者
の
興
味

の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
情
報

交
換
会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
が
交
流
を
深

め
ま
し
た
。(

農
業
委
員　

佐
藤　

幸
枝)

｢中山間地域の農業｣をテーマに意見交換
する参加者

研修会でCPRを実践する参加者

月 締切日 月 締切日

４月 ４月５日 10月 10月４日

５月 ４月26日 11月 11月５日

６月 ６月５日 12月 12月５日

７月 ７月５日 １月 12月27日

８月 ８月５日 ２月 ２月５日

９月 ９月５日 ３月 ３月５日

平成31年度の締切日

者
が
農
業
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
の
意
見
を
市

の
農
業
政
策
に
反
映
し
て
い
け
る
よ
う
今

後
も
活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

(

農
業
委
員　

髙
橋　

純
子)
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◆農業や農業委員会に関することなどは地域の農業委員や農地利用最適化推進委員に、気軽にご相談ください。  
問い合わせ    北上市農業委員会事務局 ( 本庁舎３階 )    ☎ 72-8246、72-8247  

 ■審議データ

農地の権利移転・利用権設定等審議内容
上段：審議件数　下段：面積(㎡)

◎農地法３条…農地の所有権、賃借権などの権
　利を設定または移転する場合
◎農地法４条…自己所有農地を転用する場合
◎農地法５条…農地の所有権、賃借権などの権
　利を設定または移転して転用する場合
◎農地法適用外証明…農地を20年以上他の目的
　に使用しており農地の復元が不可能な場合
◎農用地利用集積計画…農地の所有権、賃借権
　などの権利を設定または移転する場合で受け
　手側が大規模農家の場合

農地法 12月 １月 ２月
３条 3 0 6

39,256 0 27,494
４条 2 1 0

3,384 337 0
５条 11 7 26

13,380 4,067 36,838
適用外証明 1 1 5

292 330 2,536
農用地利用 60 43 69
集積計画 388,785 261,827 470,201

　

農
業
委
員
会
総
会
で
審
議
を
行
い
、
前

年
度
の
標
準
額
を
一
部
変
更
し
て
31
年
度

の
農
作
業
労
賃
標
準
額
を
決
定
し
ま
し
た
。

主
な
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
人
力
の
部
】

｢

畑
作
業｣

、｢

果
樹
剪
定
作
業｣

、｢

オ
ペ

レ
ー
タ
ー｣

の
標
準
額
引
き
上
げ

【
機
械
の
部
】

①｢

牧
草
作
業｣(

５
作
業)

の
標
準
額
を
追

加
②｢

草
刈
り｣

を｢

畦
畔
刈
り｣

に
作
業
名

変
更
し
、
標
準
額
を
引
き
上
げ
③｢

バ
イ

ン
ダ
ー｣

と｢

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー｣

を
削
除

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
８
ペ
ー
ジ
に
農
作

業
労
賃
標
準
額
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
農
作
業
労
賃
標

準
額
表
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開

し
て
い
ま
す
。

31
年
度
農
作
業
労
賃
標
準

額
を
決
定

　

小
原
さ
ん
は
、
宮
城
県
の
中
学
校
で

教
員
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
農
家
の
長

男
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
兼
業
農
家
の
父

が
定
年
間
近
と
い
う
こ
と
で
北
上
に
帰

郷
し
、
29
年
４
月
に
親
元
就
農
を
決
意
。

教
員
で
理
科
を
教
え
て
い
た
こ
と
、
昔

か
ら
自
然
と
触
れ
合
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
農
業
を
や
る
こ
と
に
つ
い
て
は

あ
ま
り
抵
抗
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
両
親
と
一
緒
に
水
稲
２
㌶
と

小
菊
20
㌃
を
作
付
け
し
て
い
る
ほ
か
、

昨
年
か
ら
両
親
の
教
え
を
受
け
な
が
ら
、

ピ
ー
マ
ン
と
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
に
初

め
て
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
結

果
を
出
し
な
が
ら
、
今
後
は
関
係
機
関

や
両
親
と
話
し
合
い
、
規
模
拡
大
と
品

質
向
上
を
計
り
た
い
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

｢

将
来
農
業
で
生
計
を
立
て
る｣

と
農

業
に
飛
び
込
み
ま
し
た
が
、｢

知
識
も

技
術
も
経
験
も
な
く
、
日
々
勉
強
で

す｣

と
話
す
小
原
さ
ん
。
昨
年
11
月
に

は
、
農
業
委
員
会
主
催
の｢

若
手
農
業

男
子
の
魅
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー｣

に
参

加
。
ま
た
、
各
種
機
関
の
勉
強
会
に
も

参
加
し
、
市
内
の
若
手
農
業
者
と
の
交

流
や
情
報
交
換
が
、
こ
れ
か
ら
農
業
人

と
し
て
生
き
て
い
く
上
で
大
変
参
考
に

な
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

農
業
だ
け
で
生
活
す
る
こ
と
が
理
想

で
す
が
、
経
営
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、

経
験
を
重
ね
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
経

営
を
学
ぶ
た
め
、
昨
年
か
ら
冬
期
の
２

カ
月
間
、
農
業
青
色
申
告
会
江
釣
子
支

部
で
パ
ソ
コ
ン
の
入
力
を
手
伝
い
ま
し

た
。｢
今
は
全
て
手
探
り
状
態
。
あ
と

２
、
３
年
か
け
て
自
分
の
道
を
し
っ
か

り
見
極
め
た
い｣
と
話
し
ま
し
た
。

　

後
継
者
不
足
の
今
、
若
い
農
業
者
の

誕
生
は
大
き
な
喜
び
で
す
。
さ
ら
な
る

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

(

農
業
委
員　

下
瀬
川　

正
眞)

農業青色申告会の仕事中

｢
規
模
拡
大
に
向
け
て

日
々
勉
強
中｣

き
た
か
み
農
家

紹
介
し
ま
す

　

農
業
委
員
の
任
期
の
間
、
編
集
委
員
と

し
て
活
動
し
、
３
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
編
集
委
員
会
で
は
農
業
委
員
会

の
事
業
内
容
を
中
心
に
掲
載
し
、
わ
か
り

や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
農
業
、
農
村
を
取
り
ま
く
情
勢
が

激
変
し
て
お
り
、
正
確
な
広
報
活
動
の
必

要
性
が
高
ま
る
中
、
時
代
の
変
化
に
対
応

編
集
後
記

小原　礼士さん
(32歳・滑田)

編集委員の皆さん、お疲れさまでした

で
き
る
よ
う
に

今
後
も
共
に
取

り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

(

編
集
委
員
長

菊
池　

慶
幸)

　


